
流
域
丘
陵
と
鉄
道
沿
線
に
よ
っ
て

形
づ
く
ら
れ
た
横
浜
の
都
市
構
造

横
浜
の
都
市
構
造
を
考
え
る
際
に
ま
ず
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
そ
の
地
形
の

複
雑
さ
だ
。
横
浜
市
は
多
摩
・
三
浦
丘
陵
の

中
央
部
に
位
置
し
、
そ
の
主
稜
線
が
市
の
中

央
部
よ
り
や
や
西
側
を
ほ
ぼ
南
北
に
縦
断
し

て
い
る
。
こ
の
主
稜
線
は
分
水
嶺
と
な
り
、

主
に
こ
こ
を
源
流
と
し
て
、
東
京
湾
に
は
鶴
見

川
、
入
江
川
、
滝
の
川
、
大
岡
川
、
宮
川
、
侍

従
川
が
流
れ
、
相
模
湾
側
に
は
境
川
と
そ
の

支
流
が
流
れ
る
。
そ
し
て
臨
海
部
に
は
、
下

末
吉
台
地
が
、
か
つ
て
の
海
岸
線
の
名
残
を

留
め
る
崖
線
と
し
て
屏
風
の
よ
う
に
広
が
っ

て
い
る
。

低
い
丘
陵
の
連
な
り
と
短
い
幾
筋
も
の
河

川
、
そ
し
て
海
に
向
か
っ
て
反
り
返
る
よ
う
な

崖
線
が
綾
な
す
大
地
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
こ
そ
が
横

浜
の
原
風
景
な
の
だ
。

世
界
史
的
に
み
て
人
々
が
集
ま
り
、
産
業

が
興
り
、
大
都
市
が
形
成
さ
れ
る
の
は
、
大

河
が
か
た
ち
づ
く
る
肥
沃
で
フ
ラ
ッ
ト
な
土

地
だ
。
大
阪
や
名
古
屋
を
始
め
、
日
本
列
島

の
多
く
の
大
都
市
も
ま
た
、
こ
の
セ
オ
リ
ー

ど
お
り
に
成
立
し
て
い
る
。
横
浜
の
よ
う
に

起
伏
に
富
ん
だ
複
雑
な
地
形
の
場
所
に
こ
れ

だ
け
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、
し
か
も
途
切

れ
な
く
市
街
地
が
形
成
さ
れ
た
大
都
市
は
珍

し
い
。

し
か
し
、
市
内
を
流
れ
る
河
川
の
流
域
ご

と
に
土
地
利
用
を
見
る
と
、
極
め
て
均
質
な

構
造
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ

ち
上
・
源
流
を
構
成
す
る
里
山
や
田
園
エ
リ

ア
、
中
・
下
流
部
の
住
宅
・
商
業
ゾ
ー
ン
、

そ
し
て
臨
海
河
口
部
に
広
が
る
港
湾
・
工
業

ゾ
ー
ン
と
い
っ
た
土
地
利
用
が
流
域
ご
と
に

展
開
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
相
似
形
を
な
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
個
々
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
「
流
域
」
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー
状
に
重
な
り
合

緑の七大拠点 

多 摩・ 三浦丘陵の主稜線 

鉄道路線 

鶴見川流域 

入江川流域 

帷子川流域 

大岡川流域 
境川流域 柏尾川流域 

宮 川・ 侍従川流域 

横
浜
市
は
人
口
規
模
で
、
全
国
市
町
村
平
均
の
約
55
倍
、
面
積
規
模
で
2
・
2
6
倍
で

あ
り
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
は
最
大
規
模
の
都
市
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
経
営
の

あ
り
方
や
都
市
づ
く
り
の
方
向
性
を
紡
ぎ
出
し
て
い
く
た
め
に
は
、
東
京
や
隣
接
す
る
自

治
体
と
の
関
係
も
含
め
た
「
首
都
圏
の
中
の
横
浜
」
を
考
え
る
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
、
自

治
会
・
町
内
会
、
小
中
学
校
区
と
い
っ
た
「
横
浜
の
中
の
地
域
や
ま
ち
」
を
み
る
ミ
ク
ロ

な
視
点
ま
で
、
市
民
の
生
活
課
題
や
局
面
に
応
じ
て
政
策
フ
レ
ー
ム
の
射
程
を
柔
軟
に
変

え
な
が
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
横
浜
の
基
本
的
な
都
市
構
造
を
地
理
・
地
形
的
な
要
素
や
歴
史
的
な
発
展

過
程
な
ど
空
間
軸
や
時
間
軸
に
し
た
が
っ
て
把
握
し
た
う
え
で
、
非
「
成
長
・
拡
大
」
の

時
代
に
お
け
る
横
浜
の
地
域
力
、
都
市
力
を
都
市
圏
域
（
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
）、
駅
圏
、
市
街

地
と
い
っ
た
様
々
な
レ
ベ
ル
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
の
よ
う
に
フ
ォ
ー
カ
ス

を
変
え
な
が
ら
見
て
み
よ
う
。

横
浜
型
録
（
カ
タ
ロ
グ
）
2
0
0
6

ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
で
見
る
横
浜
の
都
市
力
・
地
域
力

58
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終
了
す
る
。

そ
れ
は
、
横
浜
市
の
市
街
化
区
域
の
都
市

的
な
土
地
利
用
比
率
が
1
9
9
7
年
の
時
点

に
す
で
に
90
％
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
見
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。

人
口
密
度
が
1
ha
あ
た
り
40
人
以
上
に
な

っ
た
時
期
を
指
標
に
市
街
地
拡
大
の
経
過
を

見
る
と
、
お
お
む
ね
1
9
6
0
年
の
時
点
で

市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
エ
リ
ア
、
1
9

6
0
年
〜
1
9
7
5
年
に
急
速
に
拡
大
し
た

エ
リ
ア
、
そ
の
後
市
街
化
が
進
ん
だ
エ
リ
ア

の
3
つ
に
区
分
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
開
港
か
ら
1
9
9
0
年
代
前

半
ま
で
の
市
街
地
形
成
の
歴
史
を
大
き
く
3

期
に
分
け
て
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

笊
臨
海
都
心
部
お
よ
び
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
形
成
期

（
開
港
期
〜
1
9
5
0
年
代
）

横
浜
の
市
街
地
形
成
は
、
1
8
5
8
年
の

日
米
通
商
条
約
に
よ
っ
て
、
今
の
関
内
地
区

が
「
開
港
場
」
と
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
始

ま
る
。
こ
の
時
期
、
最
初
に
形
成
さ
れ
た
市

街
地
は
、
関
内
地
区
が
吉
田
新
田
埋
め
立
て

地
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
河
川
の
河
口
域
の
デ
ル
タ
地
帯
や
内
湾

の
浅
瀬
を
埋
め
立
て
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
市
街
地
は
、
大
正
期
ま
で
に
同
じ
よ

う
に
湾
岸
を
埋
め
立
て
て
造
成
さ
れ
た
港
湾

施
設
や
工
業
地
帯
、
す
な
わ
ち
就
労
の
場
と

一
体
の
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
職

住
近
接
の
場
合
に
よ
っ
て
は
遊
・
学
の
機
能

を
備
え
た
原
初
的
な「
港
町
」で
あ
っ
た
。

開
港
期
に
形
成
さ
れ
た
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
港
町
か
ら
さ
ら
に
市
街
地
が
広
が
る
の
が
、

「
関
東
大
震
災
」
以
後
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の

市
街
化
は
、
臨
海
河
口
部
に
形
成
さ
れ
つ
つ

開
港
期
か
ら
1
9
9
0
年
代
前
半

ま
で
の
市
街
地
形
成
の
歴
史

横
浜
の
市
街
地
形
成
は
、
横
浜
開
港
に
始

ま
り
、
1
9
9
0
年
代
前
半
ま
で
に
、
ほ
ぼ

■ 市街地形成時期 ■
●人口密度（G）が40人/ha以上となった時期を示す。
●昭和35年～50年の15年間に拡大した面積が最も多い。

～昭和35年 

昭和35年～50年 

昭和50年～平成2年 

平成2年～平成12年 

非集中 

（1285）

（2106）

（950）

（358）

（2785）
（メッシュ数）

う
こ
と
で
市
域
全
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の

が
横
浜
の
都
市
構
造
の
特
徴
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
流
域
内
の
市
街
地
を
源
流
か

ら
河
口
ま
で
こ
れ
ま
で
結
び
つ
け
て
き
た
の

が
、
臨
海
都
心
部
か
ら
市
域
の
外
延
部
に
向

か
っ
て
放
射
状
に
伸
び
る
鉄
道
網
だ
。
鉄
道

路
線
は
市
域
の
丘
陵
と
丘
陵
の
間
に
挟
ま
れ

た
奥
行
き
の
あ
る
谷
間
に
沿
っ
て
河
川
と
並

行
し
て
伸
び
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
た

が
っ
て
横
浜
の
場
合
、
市
民
の
生
活
圏
も
河

川
の
流
域
と
鉄
道
沿
線
の
重
な
り
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
市
内
に
は
東
急
田
園
都
市
線
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
東
京
と
市
内
を
ダ
イ
レ
ク
ト

に
結
び
つ
け
る
交
通
網
も
古
く
か
ら
発
達
し
て

い
る
。
し
か
し
、
市
域
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
流
域

（
特
に
上
中
流
に
位
置
す
る
内
陸
丘
陵
部
）を
結

び
つ
け
る
道
路
・
鉄
道
網
の
整
備
は
こ
れ
ま
で

遅
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
濃
尾
平
野
の
要
に
位

置
す
る
名
古
屋
市
の
よ
う
に
、
戦
後
復
興
期
に
、

1
0
0
m
道
路
を
基
軸
と
し
て
市
街
地
を
縦
横

無
尽
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
と
い
う
芸
当
は
、

横
浜
の
場
合
、
計
画
と
し
て
発
想
す
る
こ
と
は

で
き
て
も
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
が
障
壁
と
な

り
、
現
実
の
事
業
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
な
作
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
流
域
間

（
中
で
も
上
中
流
間
）の
市
民
の
移
動
を
支
え
る

道
路
網
と
し
て
、
環
状
２
号
線
や
４
号
線
が
本

格
的
に
機
能
し
始
め
る
の
は
21
世
紀
に
は
い
っ

て
か
ら
で
あ
る
。

複
数
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
流
域
と
鉄
道
の
沿
線

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
土
地
利
用
と
市
民
生
活

の
ま
と
ま
り
。
こ
れ
が
横
浜
の
都
市
構
造
の
特

徴
な
の
だ
。

■第2部　横浜型録（カタログ）2006



あ
っ
た
工
業
地
帯
を
貫
通
す
る
鶴
見
川
や
帷
子

川
、
大
岡
川
の
運
河
の
部
分
を
さ
か
の
ぼ
る
よ

う
に
西
へ
広
が
る
と
と
も
に
、
港
を
囲
む
崖
線

に
沿
っ
て
、
南
は
本
牧
、
根
岸
、
磯
子
、
屏
風

ヶ
浦
。
北
は
神
奈
川
、
白
幡
、
子
安
、
生
麦
、

鶴
見
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
住
宅

地
の
拡
大
を
促
進
し
た
の
が
、
昭
和
初
期
に
市

内
に
開
通
し
た
東
横
電
鉄
や
湘
南
電
鉄（
現
・

京
浜
急
行
電
鉄
）な
ど
の
鉄
道
で
あ
る
。
し
か

し
、
な
に
よ
り
も
戦
前
の
市
街
地
形
成
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
の
は「
市
電
」（
路
面
電
車
）

の
存
在
で
あ
っ
た
。
伊
勢
佐
木
町
を
筆
頭
に
弘

明
寺
や
大
口
、
六
角
橋
、
洪
福
寺
な
ど
市
電
の

主
要
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
商
店
街
が
形
成
さ

れ
、
臨
海
部
の
下
末
吉
台
地
の
崖
線
や
運
河
沿

い
に
位
置
す
る
住
宅
地
が
網
の
目
の
よ
う
に
結

ば
れ
て
い
っ
た
。

市
電
を
動
線
に
し
て
崖
線
と
運
河
と
港
が

結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
街
地
が
拡
大
す

る
と
い
う
構
造
は
、
第
2
次
世
界
大
戦
や
戦

後
の
復
興
を
経
て
、
基
本
的
に
は
昭
和
30
年

代
ま
で
続
く
。

笆
第
1
郊
外
の
形
成
期

（
1
9
6
0
年
代
か
ら
1
9
7
0
年
代
前
半
ま
で
）

新
橋
・
横
浜
間
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
が
、

1
8
7
2
年
（
明
治
5
年
）。
以
来
、
鉄
道
網

が
横
浜
の
市
街
地
形
成
に
対
し
て
果
た
し
て

き
た
役
割
は
大
き
い
。
こ
う
し
た
鉄
道
網
が

横
浜
市
街
地
形
成
の
本
当
の
意
味
で
大
動
脈

と
な
る
の
は
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
だ
。

特
に
昭
和
40
年
代
は
、
西
口
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
周
辺
の
再
開
発
に
あ

わ
せ
て
横
浜
駅
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
が
飛
躍

的
に
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、

東
海
道
線
や
相
鉄
線
な
ど
横
浜
駅
を
結
節
点

と
し
て
外
延
部
に
向
か
っ
て

放
射
線
状
に
延
び
る
鉄
道
沿

線
に
沿
っ
て
、
内
陸
丘
陵
部

へ
と
市
街
地
が
ス
プ
ロ
ー
ル

的
に
広
が
っ
て
い
く
。
内
陸

丘
陵
部
の
土
地
利
用
の
大
半

が
農
地
山
林
だ
っ
た
時
代
で

あ
る
か
ら
、
1
9
6
4
年
の

市
民
生
活
白
書
が
描
い
た
よ

う
に
、
急
増
す
る
人
口
と
虫

食
い
的
な
市
街
地
開
発
に
対

し
て
、
上
下
水
道
や
生
活
道

路
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、
学

校
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
が
追
い
つ
か

ず
、
市
政
に
対
す
る
郊
外
部

住
民
の
要
望
が
噴
出
し
た
時

代
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
鉄
道
沿
線
の
市

街
地
開
発
は
、
1
9
6
9
年

の
都
市
計
画
法
の
新
た
な
制

度
に
よ
っ
て
市
街
化
調
整
区

域
と
市
街
化
区
域
の
線
引
き

が
行
わ
れ
た
り
、
宅
地
開
発
指
導
要
綱
等
が

施
行
さ
れ
人
口
急
増
の
抑
制
と
乱
開
発
防
止

策
と
し
て
開
発
行
為
や
建
築
行
為
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
鎮
静
化

す
る
。

笳
第
2
郊
外「
第
四
山
の
手
」形
成
期

（
1
9
7
0
年
代
中
頃
〜
1
9
9
0
年
代
前
半
）

こ
の
時
期
の
市
街
地
形
成
の
特
徴
は
、
残

さ
れ
た
多
摩
・
三
浦
丘
陵
の
農
地
山
林
に
お

い
て
田
園
都
市
線
や
根
岸
線
、
市
営
地
下
鉄

3
号
線
、
相
鉄
い
ず
み
野
線
な
ど
鉄
道
路
線

の
新
規
整
備
延
長
と
住
宅
開
発
が
一
体
的
に

60

進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

第
1
郊
外
の
形
成
期
と
の
大
き
な
違
い

は
、
住
宅
の
造
成
開
発
が
区
画
整
理
な
ど
の

手
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
計
画
的
に
、
そ
し

て
丘
陵
の
地
形
そ
の
も
の
の
改
変
を
と
も
な

う
ほ
ど
大
規
模
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
だ
。

田
園
都
市
沿
線
や
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、

洋
光
台
・
港
南
台
、
緑
園
都
市
、
京
急
釜
利

谷
・
能
見
台
な
ど
が
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ

た
代
表
的
な
市
街
地
で
、
第
1
部
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
6
で
紹
介
し
た
「
第
四
山
の
手
」
の
住

民
の
生
活
文
化
を
具
現
化
す
る
「
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
街
と
重
な
る
。

美
し
い
街
並
み
や
緑
豊
か
な
自
然
環
境
と
い

っ
た
住
環
境
に
お
け
る
「
う
る
お
い
・
ア
メ

ニ
テ
ィ
」
の
要
素
と
、
住
宅
か
ら
駅
が
近
く
、

駅
周
辺
に
商
業
施
設
が
集
積
し
て
い
る
と
い

う
「
生
活
利
便
性
」
の
要
素
と
が
両
立
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
の
が
特

徴
だ
。

た
だ
、
い
っ
せ
い
に
造
成
整
備
さ
れ
、
同

時
期
に
同
世
代
の
住
民
が
入
居
し
た
た
め
に

地
域
内
で
の
世
代
循
環
が
う
ま
く
機
能
し
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
地
域
全
体
が
そ
の
ま
ま

急
速
に
高
齢
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
現
在

危
惧
さ
れ
て
い
る
市
街
地
で
も
あ
る
。


